
人   車   ＜道路＞ 

   ８月の安全運転のポイント                2024年 8月号 

観光地などへのドライブでは、普段はあまり走行しない急なカーブや長い坂道、トンネルや踏切に遭遇 

する機会も多くなります。このような場所は車をコントロールすることが難しく、事故を起こす危険も大 

きくなります。そこで今回は、こうした危険な場所での注意点についてまとめました。 

 

 

 

・カーブでは遠心力が働くため、速いスピードで通過し 

 ようとすると、車がカーブの外側に引っぱられ、対向 

 車線にはみ出したり道路の外に飛び出してしまう危険 

 があります。カーブ手前の直線部分で十分にスピード 

 を落とすことが大切です。緩やかに見えるカーブでも、 

 思った以上に曲がり具合がきつかったり、カーブの途 

 中できつくなることがあるので、「この程度なら減速 

 しなくても曲がれる」という過信は禁物です。 

・カーブを通過するときは、カーブの程度に応じて緩や 

 かにハンドルを操作しましょう。急ハンドルとなった 

 り、ハンドルとブレーキを同時に操作するとスリップ 

 する危険があるのでやめましょう。 

・カーブが連続する「Ｓ字カーブ」では、ハンドルの切 

 り戻しが続くため、特に急ハンドルに注意が必要です。 

 また、「Ｓ字カーブ」では重心の高いトラックやトレ 

 ーラーが横転することがありますので、前方にそうし 

 た車が走行しているときは、車間距離を長くとってお 

 きましょう。 

 

 

 

・長い下り坂を走行する時、フットブレーキを使い過ぎ 

 ると、ブレーキが効きが悪くなるおそれがあります。 

 このような事態を避けるために、長い下り坂ではエン 

 ジンブレーキを活用し、フットブレーキは必要に応じ 

 て補助的に使用するようにしましょう。特にカーブの 

 多い下り坂では、フットブレーキを使い過ぎることが 

 ありますので注意しましょう。 

・下り坂では加速がつくため、いつの間にか前車との車 

 間距離がつまってしまうことがありますので、意識し 

 て前車との車間距離をとりましょう。 

・上り坂では、大型車やたくさんの荷物を積んだ車のス 

 ピードが急に低下することがありますので、そうした 

 車が前方を走行している時も、意識して前車との車間 

 距離をとりましょう。 

 

 

 



 

※イラストの二次利用はご遠慮願います   〔制作〕ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社 リスクマネジメント第二部 交通安全サポートグループ 

 

 

 

・トンネルの入口ではスピードを落とす車が多く見られま 

 す。トンネルに近づいたら、前車との車間距離を長くと 

 り、前車のブレーキランプにも注意し、前車の減速を早 

 めに把握するようにしましょう。 

・トンネルの入口に信号機や情報板が設置してある時はト 

 ンネルに入る前にそれらを確認し、赤信号のときや「進 

 入禁止」が表示されているときは、絶対に入らないよう 

 にしましょう。 

・トンネル内で駐停車すると後続車に追突される危険があ 

 ります。そのため道路交通法で車両通行帯がある場合で 

 も駐停車は禁止されていますので、故障などのやむをえ 

 ない事情がある場合を除いて、駐停車をしてはいけませ 

 ん。また、万一トンネル内で駐停車している車がある時 

 は、その周りを人が歩いている可能性がありますので、 

 スピードを十分に落とし、駐停車車両付近の状況によく 

 目を配りましょう。 

・一般道路のトンネルの中には、照明が暗い上に道幅も狭 

 くセンターラインのないところや急なカーブがあるとこ 

 ろもあります。そうしたトンネルではスピードを十分に 

 落とすとともに、カーブでは対向車のヘッドライトに注 

 意し、対向車が接近している時は一層スピードを落とし 

 ましょう。 

 

 

 

・踏切を通過するときは、必ず踏切の手前（停止線がある 

 ときはその手前）で一時停止し、窓を開けるなどをして 

 左右の安全を確認しましょう。特に郊外の踏切の中には 

 遮断機のない踏切もありますので、そうした踏切では確 

 実に一時停止して、目と耳で安全をしっかりと確認する 

 必要があります。 

・前車に続いて踏切を通過する場合でも、一時停止して安 

 全確認をします。また、信号機のある踏切で青信号の場 

 合は、一時停止は免除されますが、安全確認は免除され 

 ていませんので、安全確認をしてから踏切に進入するよ 

 うにします。 

・警報機が鳴り始めたら踏切内に入ってはいけません。警 

 報機が鳴っていないときでも、踏切の先が渋滞していて、 

 そのまま進むと踏切内で動きがとれなくなるおそれがあ 

 るときは、踏切内に入ってはいけません。 

・踏切内では、歩行者や対向車に注意しながら落輪しない 

 ように、やや中央寄りを走行しましょう。 

 

 

 

 


